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資料①                 

平成３１年２月１９日 

 

《 埼玉県私立中学校 》 
【平成３２年度生徒募集並びに入学者選抜に関する申し合わせ】 

                 一般社団法人 埼玉県私立中学高等学校協会 

 

 私立学校の存在意義は、その教育理念の自由と独自性にあり、生徒募集並びに入学者選抜について

もその一環として実施され、各校独自の教育活動の基盤となっている。 

一方、私立学校は公教育の担い手として、国民に対して学校選択の機会均等を保障するとともに、

入学者選抜の公正を期する責任がある。 

そこで埼玉県私立中学高等学校協会は、私立中学校の教育上の影響力並びに近隣都県の私立中学校

との関係を考慮し、加盟校の総意に基づき埼玉県私立中学校における「生徒募集並びに入学者選抜」

について、下記のとおり申し合わせる。 

 

記 

 

（１）中学校における生徒募集の対象となる組織や機関は、主として学習塾、テスト業者等民間機関

であって、募集業務は民間企業における営業活動の傾向をもつが、私立中学校の募集活動におい

ては、公共性を持った募集活動であるという点を考慮しなければいけない。 

 

（２）県内における入学試験の開始日は、日曜・祝日に関係なく毎年１月１０日以降とする。 

 

（３）入学者選抜（以下「入試」という。）における入試科目、採点方法、推薦入試の推薦基準、推

薦人の資格、推薦に伴う入試相談、合否の診断、入試の回数等、全て個別の中学校の自由とする。 

ただし、これら全てを入学案内、あるいは入試要項に明記して事前に公開し、入試の公正と透

明性を堅持する。 

 

（４）他都県に進出して入試を実施する場合は、当該都県の私立中高協会が定める「申し合わせ」に

従って、募集及び入試を実施するものとする。 

 

（５) 帰国子女入試については、そのおかれている状況に配慮して行うものとし，その対象者となる

帰国子女の海外滞在期間等の条件は、各校の判断とする。 
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平成３１年２月１９日 

《 埼玉県私立高等学校 》 
【平成３２年度生徒募集並びに入学者選抜に関する申し合わせ】 

社団法人 埼玉県私立中学高等学校協会 

 

私立学校の存在意義は、その教育理念の自主性と独自性にあり、生徒募集並びに入学者選抜もその一環として実施

され、各校独自の教育活動の基盤となっている。 

 一方、私立学校は公教育の担い手として、国民に対し学校選択の機会均等を保障すると共に、入学者選抜の公正を

期する責任がある。 

 そこで埼玉県私立中学高等学校協会は、加盟校の総意に基づき埼玉県私立高等学校における｢生徒募集並びに入学者

選抜｣について下記のとおり申し合わせる。 

記 

 

１．入学者選抜の種類と日程について 

（１）入学者選抜の開始日は、平成３２年(２０２０年)１月２２日（水）以降とする。 

（２）各入学試験の「単願」・「併願」の区別を明確にする。 

 ・「単願」とは、当該学校を第一志望とする志願者のための試験とし、それ以外の志願者のための試験を「併願」と

する。（「単願」のみの入試を行なう学校は、「単願」・「併願」の区別をする必要はない。） 

 ・「単願」・「併願」のそれぞれにおいて、試験の内容や手続の条件等を異にする試験を実施する学校にあっては、「単

願①」「単願②」・‥と区分し、それぞれの内容の説明については、入試要項に明記する。 

 

２ 入学手続と入学手続金、入学延納手数料について 

 （１）各入学試験合格者の入学確定手続きについては、締切日とそれに伴う条件について、入試要項に明記する。 

 （２）入学手続金、入学延納手数料等の納入については、平成１８年１１月２７日（月）の学納金裁判における最

高裁判所の判決の主旨に基づき、受験生の負担が合理性を欠いたものとならないよう配慮する。 

 

３ 出願書類について 

  中学校に求める「調査書」及び「学習の記録と学年内評価分布表」等は、原則として公立高等学校に提出するも

のと同一のものとする。 

 

４ 生徒募集について 

 （１）学則定員・募集定員を遵守する。 

 （２）各校において中学校の教員に対する入学者選抜説明会を行う場合は、毎年１０月１日以降とし、原則として

当該私立高等学校内で、午後３時以降とする。ただし、中学校の校長が求めた場合に実施する「進路打ち合わ

せ」は、毎年１２月１５日以降とする。 

（３）中学校の生徒及び保護者等を対象として行う学校説明会、入試相談等については、協会として制限を設けな

いが、公正を欠くことのないように留意する。 

 

５．他都県への進出入試について 

他都県へ進出して入試を実施する場合は、当該都県の私立中高協会が定める「申し合わせ」に従つて、募集及び

入試を実施するものとする。 

 

６．その他 

（１）埼玉県中学校長会の申し入れにより、部活動（運動部・文化部）における『セレクション制度』を実施する場

合には、機会の公正・公平さを図るため、学校案内・募集要項等にその部活動名等を記載するものとする。 

（２）帰国子女入試については、そのおかれている状況に配慮して行うものとし，その対象者となる帰国子女の海外

滞在期間等の条件は、各校の判断とする。 
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資料② 

平成31年2月28日 

埼玉県教育局高校教育指導課 

埼玉県 学力検査受検状況 
１.概要 
1 概要 
(1)学力検査実施校は、144校（全日制139校、定時制24校（うち全日制に併置する学校19校）） である。 

(2)全日制・定時制をあわせた受検者総数は、44,57144,573人で、志願確定者の44,670人と比較すると、99人減

3少している。（内訳：事前取消者 5452人、当日欠席者 45人） 

2 全日制 
(1)受検者数は43,50143,503人であった。 

    また、事前取消・当日欠席者数は合計8583人である。 

(2)倍率は1.16倍で、志願確定時の1.16倍と同じである。 

 学科別に見ると、理数科1.81倍でもっとも高く、次いで国際文化科の1.55倍、外国語科の1.52倍の順となって

いる。 

(3)倍率が高い学校、学科 

普通科では市立浦和  普通科1.87 

浦和西     普通科1.65 

川口市立  普通科1.55 

所沢北     普通科1.51 

川口市立  文理スポーツコース1.51  

川越女子  普通科1.49 

蕨           普通科1.49 

越ヶ谷     普通科1.48 

などである。 

専門学科では大宮           理数科2.152.18 

市立大宮北   理数科2.10 

松山           理数科2.05 

川口市立     理数科2.05 

春日部女子  外国語科1.73  

所沢北        理数科1.73 

などである。 

総合学科では滑川総合  総合学科1.18 

などである。 

 (4)受検者数が募集人員に達しない学校は、 

普通科  18校（16普通科、4コース） 

専門学科  33校（56学科） 

総合学科  2校2学科である。 

(5)21校で実施の学校選択問題の受検者数は、9,8789,880人で、志願確定者数の9,904人と比較すると2624人減

少している（倍率は1.38倍で、志願確定時の倍率と同じである）。 

3 定時制 
(1)受検者数は1,070人であった。 

 また、事前取消・当日欠席者数は合計14人である。 

(2)倍率は 0.50倍で、志願確定時の倍率と同じである。 

http://www.pref.saitama.lg.jp/A20/BQ00/core.html
http://www.pref.saitama.lg.jp/A20/BQ00/core.html
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資料③ 
東京都 平成３１年度都立高校 一般・分割前期入試総括表   
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資料④ 

平成３１年度 千葉県公立高等学校入学者選抜                平成３１年３月６日 

Ⅰ 入学許可候補者の総数      ※（ ）内の数値は平成３０年度のものです。 

 

１ 全日制の課程[１２７校２０４学科] 

(1) 定員３２，８４０人［平成30年度の33,560人より720人減］ 

(2) 入学許可候補者数３２，０４１人［平成30年度の33,181人より1,140人減］ 

〈内訳〉前期選抜等２１，４９７人［平成30年度の22,000人より503人減］ 

後期選抜等１０，５４４人［平成30年度の11,181人より637人減］ 

＊１ 定員は、募集定員から県立千葉高等学校、県立東葛飾高等学校において県立千葉中学校及び県立東葛飾

中学校の第３学年の定員１６０人を除いた数。 

＊２ 上記(2)入学許可候補者数の内訳で、「前期選抜等」の人数は、前期選抜、四つの特別入学者選抜［海外帰生

徒・外国人・中国等帰国生徒・連携型高等学校の各特別入学者選抜］及び地域連携アクティブスクールの一期入

学者選抜を含んだ数。 

また、「後期選抜等」の人数は、後期選抜及び地域連携アクティブスクールの二期入学者選抜を含んだ数。 

 

２ 定時制の課程[１７校２０学科] 

(1) 定員１，３８０人［平成30年度の1,380人と増減なし］ 

(2) 入学許可候補者数７３７人［平成30年度の767人より30人減］ 

〈内訳〉前期選抜等４８０人［平成30年度の477人より3人増］ 

後期選抜２５７人［平成30年度の290人より33人減］ 

＊１ 定員は、募集定員から三部制の定時制の課程における転・編入のための特別枠の人数６０人を除いた数です。 

＊２ 上記(2)入学許可候補者数の内訳で、「前期選抜等」の人数は、前期選抜及び三つの特別入学者選抜［外国人・中

国等帰国生徒・成人の各特別入学者選抜］を含んだ数。 

 

３ 通信制の課程［千葉大宮高等学校・普通科］ 

(1) 定員５００人［平成30年度の500人と増減なし］ 

(2) 入学許可候補者数１１６人［平成30年度の85人より31人増］ 

〈内訳〉一期入学者選抜９０人［平成30年度の58人より32人増］二期入学者選抜２６人［平成30年度の27人より1人減］ 

 

Ⅱ 後期選抜について 

１ 全日制の課程［１１９校１４９学科で募集、１１８校１４６学科で実施］ 

(1) 募集人員１１，３６０人［平成30年度の11,599人より239人減］ 

(2) 志願者確定数１５，４０５人［平成30年度の16,281人より876人減］ 

(3) 志願確定倍率１．３６倍［平成30年度の1.40倍より0.04ﾎﾟｲﾝﾄ減］ 

(4) 受検者数１５，３８８人［平成30年度の16,256人より868人減］ 

(5) 受検倍率１．３５倍［平成30年度の1.40倍より0.05ﾎ ﾟｲ ﾝﾄ減］ 

(6) 入学許可候補者数１０，５４４人［平成30年度の11,181人より637人減］ 

２ 定時制の課程［１７校２０学科で募集し、１３校１５学科で実施］ 

(1) 募集人員８７１人［平成30年度の874人より3人減］ 

(2) 志願者確定数３３８人［平成30年度の334人より4人増］ 

(3) 志願確定倍率０．３９倍［平成30年度の0.38倍より0.01ﾎﾟｲﾝﾄ増］ 

(4) 受検者数３２５人［平成30年度の324人より1人増］ 

(5) 受検倍率０．３７倍［平成30年度の0.37倍と増減なし］ 

(6) 入学許可候補者数２５７人［平成30年度の290人より33人減］ 

※ 全日制の課程、定時制の課程の受検者数及び受検倍率は９時３０分以降の遅刻者を含んだ数値を掲載。 

 


